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研究成果の概要（和文）：本研究では赤緑色弱者のP型，D型およびC型被験者を対象に色刺激を発見できた時間
を計測し，各被験者の結果を計測することで色覚少数派と色覚多数派の色の誘目性にどのくらいの差があるのか
を比較した．その結果一般に誘目性が高いとされている赤ではC型被験者に対しP型被験者は7倍，橙では4倍の発
見時間がかかった．これらから，色の誘目性をユニバーサルデザインに活かすには色覚少数派と色覚多数派との
差が小さい緑や黄が有効になってくるといえる．

研究成果の概要（英文）：In this study, we measured the time it took for P, D, and C subjects with 
red-green color deficiency to discover color stimuli, and measured the results for each subject to 
determine the attraction of colors for color red green confusion  minority and color majority 
subjects. We compared the differences between the sexes. As a result, it took P type subjects seven 
times as long to discover red color, which is generally considered to be highly attractive, compared
 to C type subjects, and four times longer for orange color. From these facts, it can be said that 
green and yellow, which have a small difference between the color-vision minority and the 
color-vision majority, are effective in utilizing the eye-catching properties of colors in universal
 design.

研究分野：色彩学　絵画

キーワード： 色彩学　色覚　絵画　カラーユニバーサルデザイン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究では赤に対する人間の色覚の感受性を数値で示すことに成功した。
ある種の赤色では、Protanと言われる赤緑色弱者は、赤い刺激を発見するのにC型（多数派）の7倍の時間がかか
ることがわかった。この研究の結果は、防災地図などの危険を知らせる赤いマークなどを発見するのに最大７倍
の個人差（感覚的多様性）があることを示している。
防災地図のデザインにはこの結果を生かして、赤だけでなく黄色、青などを含んだ複合的なマークを危険を知ら
せるマークとして作らねばならないことがわかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
防災地図には危険を知らせるためにめだつ色を使わなければならない。めだつとはすなわち誘

目性のことである。色の誘目性とは「特に何を見ようという目的を持っていない人の目を引き

やすい性質」のことを言う．色の誘目性は文章の「強調したい箇所」「重要な箇所」，または工

場・鉱山・学校・病院などの事業者の案内，災害の防止，救急体制のための表示に利用されて

いる．一般に暖色系の色相で誘目性が高く，寒色系の色相で誘目性が低い．しかし赤緑色弱者

にとっては一般的な感覚で使われている誘目性の高い色で描かれた重要事項を見つけるのに時

間がかかったり，見つけられなかったりすることもある．危険を知らせるために非常に重要な

ことだが、これまでの研究で色の発見にかかる時間を計測したものはほとんどない． 
 
２．研究の目的 

本研究では，街で利用されている標識などをいち早く見つけるために，誘目性の高い・

低い色は実際にどれだけの時間をかけて発見できるのかを明らかにする．また，ユニバー

サルデザインをより有効に活用するために，色覚少数派（赤緑色弱者）と色覚多数派では

誘目性にどのような差がどれくらい出てくるのかを明らかにする． 
 
 

 
３．研究の方法 
本実験では，黒の図形の中に色のついた図形を紛れ込ませ，それを見つけるまでの時間を計
測する．紛れ込ませる色は赤・橙・黄・緑・青・藍・紫にし，白・灰・黒の 3 色の背景と合わ
せ提示した．予備実験では C 型被験者（石原色覚検査表 pass）では明度の低い色以外において
探索時間が短くなり差が出ない結果となった為，追加で先ほどの 7 色の刺激の輝度を最大にし
たものを探索してもらうことにした．最後に最も発見しやすかった色のアンケートを行った． 
 
 
 
 
４．研究成果 
 P 型（１型色弱強度）被験者の赤や橙の発見に時間がかかっていることから C 型、被験

者に比べ赤では 7倍の時間がかかり，橙では 4倍の時間がかかっていると言える． P型被

験者から，橙は色が見えているのではなくその部分だけ図形がないように見えるとの声が

あった．そのため赤よりも橙の発見時間が早かったからと言って橙の誘目性が高いことに

はならない．このことから単純に誘目性が高い色として橙を使うのはよくないだろう．す

べての被験者にとって黄色は 5 秒以内に発見できていることから誘目性の高い色として有

効に使うことができる． 

 



 
本研究では，P型，D型（２型色弱強度）および C型被験者を対象に色刺激を発見できた時間
を計測し，各被験者の結果を計測することで色覚少数派と色覚多数派の色の誘目性にどのくら
いの差があるのかを比較した．その結果一般に誘目性が高いとされている赤では C 型被験者に
対し P 型被験者は 7 倍，橙では 4 倍の発見時間がかかった．これらから，色の誘目性をユニバ
ーサルデザインに活かすには色覚少数派と色覚多数派との差が小さい緑や黄が有効になってく
るといえる． 
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